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は
じ
め
に

　
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
急
速
な
進
展
に
よ
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ｅ
コ
マ
ー
ス
や

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
携
帯
端
末
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
の
取
得
な
ど
、
市
民
生
活
や
企
業
活

動
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
機
会
が
急
速
に
広
が

っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
構
造
的
な
変

化
を
及
ぼ
し
て
い
る
Ｉ
Ｔ
化
に
本
市
が
的
確
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
向
け
た
新
た

な
戦
略
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
一
方
で
、
Ｉ
Ｔ
は
利
便
性
や
効
率
性
の
向
上

と
い
っ
た
光
の
部
分
の
み
な
ら
ず
、
情
報
格
差
や
情

報
漏
洩
な
ど
影
の
部
分
も
内
在
し
て
い
る
。
こ
の
光

と
影
の
部
分
を
正
し
く
認
識
し
、
市
民
生
活
や
企
業

活
動
に
お
け
る
新
た
な
Ｉ
Ｔ
活
用
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

と
と
も
に
、
格
差
是
正
や
安
全
面
な
ど
に
も
十
分
配

慮
し
た
取
組
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
本
市
で
は
、
到
来
す

る
Ｉ
Ｔ
社
会
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
市
長
を
本
部

長
と
す
る
「
横
浜
市
Ｉ
Ｔ
推
進
本
部
」
体
制
を
設
置

し
、
本
市
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
活
用
の
方
向
性
を
定
め
る

「
横
浜
市
Ｉ
Ｔ
戦
略
」
の
策
定
を
行
う
な
ど
の
全
庁

的
な
推
進
を
行
っ
て
い
る
。

２

進
展
す
る
Ｉ
Ｔ
の
動
向
と
利
用
の
状
況

　
わ
が
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者

は
、
平
成
1
2
年
度
版
通
信
白
書
に
よ
れ
ば
、
平
成
1
2

年
末
に
4
7
0
8
万
人
に
達
し
て
お
り
、
平
成
1
7
年

末
に
は
8
7
2
0
万
人
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い

る
（
図
－
１
）
。
ま
た
、
技
術
的
な
進
展
の
面
で
は
、

テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
白
物
家
電
な
ど
の
家

電
製
品
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
携
帯
電
話
に
代
表
さ
れ
る

モ
バ
イ
ル
通
信
機
器
の
普
及
な
ど
が
、
急
速
に
進
む

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
は
、

経
済
面
に
お
い
て
は
電
子
商
取
引
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス

の
主
流
を
担
う
新
産
業
の
創
出
な
ど
、
経
済
の
活
性

化
に
向
け
た
牽
引
役
と
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
、
ま

た
、
生
活
面
に
お
い
て
は
、
店
舗
や
届
出
窓
口
に
出

向
く
こ
と
な
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
商
品
の

購
入
や
公
共
機
関
、
銀
行
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
時
間
的
、
空
間
的
な
制
約

や
負
担
を
大
幅
に
緩
和
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
か
ら
、
横
浜
市
に
お
い

て
も
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
電
子
都
市
の
構
築
に
向
け
た

積
極
的
な
取
組
を
早
急
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

３

横
浜
市
の
Ｉ
Ｔ
推
進
に
向
け
た
取
組

特
集
・
Ｉ
Ｔ
社
会
と
横
浜
の
戦
略
②

①
横
浜
市
の
Ｉ
Ｔ
推
進
に
つ
い
て

②
「
Ｉ
Ｔ
を
活
か
し
た
都
市
づ
く
り
」
提
言
に
つ
い
て

③
電
子
自
治
体

④
動
き
始
め
る
行
政
情
報
通
信
基
盤

⑤
公
共
事
業
の
Ｉ
Ｔ
化
（
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
）
に
つ

　
い
て

は
じ
め
に

進
展
す
る
Ｉ
Ｔ
の
動
向
と
利
用
の
状
況

横
浜
市
の
Ｉ
Ｔ
推
進
に
向
け
た
取
組

図‐1　わが国のインターネット利用者数
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①
-
推
進
体
制

　
Ｉ
Ｔ
の
活
用
範
囲
は
社
会
全
般
に
広
く
関
わ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
の
Ｉ
Ｔ
推
進
に
お
い
て

も
一
部
の
部
署
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
て
の

関
係
部
署
が
相
互
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
一
丸
と
な

っ
て
進
め
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
本
市
で

は
、
こ
う
し
た
推
進
を
行
う
た
め
の
庁
内
の
体
制
と

し
て
、
市
長
を
本
部
長
、
助
役
・
収
入
役
を
副
本
部

長
、
全
局
長
を
本
部
員
と
す
る
Ｉ
Ｔ
推
進
本
部
が
平

成
1
3
年
７
月
に
設
置
さ
れ
て
い
る
（
図
－
２
）
。

　
こ
の
推
進
本
部
は
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
向
け
た
本
市

全
体
と
し
て
の
理
念
や
方
向
性
を
決
定
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
推
進
本
部
の
も
と
に
、

「
Ｉ
Ｔ
推
進
調
整
部
会
」
、
「
Ｉ
Ｔ
推
進
分
科
会
」
を

設
置
し
、
「
Ｉ
Ｔ
を
活
か
し
た
都
市
づ
く
り
」
や

「
電
子
市
役
所
の
構
築
」
「
公
共
事
業
の
Ｉ
Ｔ
化
」
な

ど
、
重
要
な
テ
ー
マ
ご
と
に
Ｉ
Ｔ
推
進
の
検
討
調
整

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
横
浜
市
高
度
情
報
社
会
懇
談
会
」
を
1
0

月
に
設
置
し
、
外
部
の
有
識
者
や
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
者
、

市
民
代
表
者
な
ど
幅
広
い
分
野
か
ら
意
見
を
伺
い
な

が
ら
進
め
て
い
る
。

②
-
Ｉ
Ｔ
戦
略
の
策
定
と
推
進

①
Ｉ
Ｔ
戦
略
の
位
置
付
け

　
横
浜
市
Ｉ
Ｔ
戦
略
は
、
昨
今
な
ら
び
に
将
来
に
わ

た
る
Ｉ
Ｔ
化
の
動
向
に
合
わ
せ
３
年
か
ら
５
年
の
範

囲
で
、
Ｉ
Ｔ
が
実
現
す
る
未
来
型
都
市
に
向
け
た
横

浜
市
の
理
念
お
よ
び
施
策
の
方
向
性
を
定
め
る
。
ま

た
Ｉ
Ｔ
戦
略
で
定
め
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
ゆ
め
は

ま
次
期
５
か
年
計
画
と
相
互
に
調
和
の
取
れ
る
も
の

と
す
る
。
こ
こ
に
定
め
た
理
念
・
施
策
の
方
向
性
に

従
い
、
具
体
的
な
推
進
計
画
、
さ
ら
に
年
度
毎
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
へ
と
展
開
し
て
い
く
（
図

－
３
）
。

②
Ｉ
Ｔ
戦
略
の
概
要

　
Ｉ
Ｔ
戦
略
の
策
定
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
を
目
的
で

図‐2　横浜市ＩＴ推進体制

（1）IT戦略推進の目的

①　ITを活用した市民生活の向上，横浜経済の活性化に向けた取組み

②　IT化による社会構造の変化への対応

③　IT活用に係る国，他自治体との連携に向けた対応

（2）IT推進体制

特
集
・
Ｉ
Ｔ
社
会
と
横
浜
の
戦
略
②
横
浜
市
の
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
取
り
組
み

な
く
手
段
と
し
て
と
ら
え
、
「
市
民
生
活
の
向
上
」

と
「
地
域
の
活
性
化
」
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
活
用
を
そ
の

目
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
、
近
年
の
Ｉ
Ｔ
の

進
展
に
伴
う
国
の
政
策
や
市
内
産
業
の
動
向
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
お
け
る
変
化
な
ど
を
勘
案
し
、
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・
電
子
市
役
所
の
実
現

　
・
都
市
基
盤
と
し
て
の
Ｉ
Ｔ
化
の
促
進

　
・
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
産
業
の
活
性
化
と
高
度
化

　
・
情
報
化
人
材
の
育
成
と
情
報
格
差
の
解
消

　
・
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
推

　
　
進

　
な
ど
の
重
要
分
野
を
中
心
に
施
策
の
柱
と
具
体
策

を
策
定
す
る
。

③
-
Ｉ
Ｔ
推
進
に
お
け
る
課
題
と
対
策

①
Ｉ
Ｔ
の
急
激
な
変
化
へ
の
対
応

　
Ｉ
Ｔ
の
進
展
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
ド
ッ
ク
イ
ヤ
ー
、

マ
ウ
ス
イ
ヤ
ー
に
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
急
激
な
変
遷
を

遂
げ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
今
後
ま
す
ま
す
加
速
さ

れ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
急
激
な
動
き

の
中
で
、
中
長
期
の
将
来
を
確
実
に
想
定
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
統
一

し
た
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進
に
は
、
中
長
期
の
方
向
性
を
打

ち
出
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
不
透
明
な
状

況
に
お
け
る
最
適
解
探
索
が
必
要
に
な
る
。

　
こ
の
対
応
と
し
て
、
一
つ
は
、
Ｉ
Ｔ
の
進
展
動
向

に
対
す
る
情
報
収
集
を
常
に
行
う
こ
と
、
二
つ
に
は
、

計
画
の
方
向
修
正
を
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
く
こ
な
す
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
標
準
化
、

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
化
の
概
念
を
計
画
時
点
か
ら
取
り

入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
局
間
、
事
業
間
を
ま
た
が
る
Ｉ
Ｔ
の
横
断
的
な
適

　
用

　
今
後
の
Ｉ
Ｔ
活
用
に
お
い
て
は
、
従
前
の
よ
う
な

各
局
で
個
別
に
シ
ス
テ
ム
化
の
計
画
を
行
う
形
と
は

異
な
り
、
庁
内
で
統
合
化
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
や
電
子
化
の
基
盤
、
さ
ら
に
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
に
向
け
た
事
務
の
統
廃
合
な
ど
、
共
通
利

用
を
前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
化
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

　
局
間
、
事
業
間
調
整
に
、
全
庁
的
な
推
進
体
制
の

場
で
あ
る
、
各
分
科
会
（
テ
ー
マ
毎
の
関
係
局
間
協

議
の
場
）
、
調
整
部
会
（
各
分
科
会
間
の
調
整
の
場
）

図‐３　ＩＴ戦略策定について

な
ど
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

〈
金
子
＝
企
画
局
企
画
調
整
部
Ｉ
Ｔ
等
地
域
活
性
化

推
進
担
当
課
長
／
大
木
＝
企
画
局
企
画
調
整
部
担
当

課
長
〉

[策定の背景]
　近年のITの進展に伴う国の政策や市内産業の動向，市民ニーズにおける
　変化など本市を取巻く環境の変化に対応し,ITを活かした都市としての

　発展を目指した新たな戦略が必要

調査季報147号･2001.9●10


	page1
	page2
	page3

